
宮古市は令和４年11月13日に交通死亡事故

ゼロ日継続 1,000 日を達成しました。当協議会

は同年 11 月 14 日に宮古市役所において、宮古

市交通安全対策協議会を表彰。桐田教男宮古市

副市長に対し、表彰状を授与しました。 
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  岩手の交通安全   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩 手 県 交 通 安 全 対 策 協 議 会  

正しい交通ルールを 

守る運動推進マーク 

交通死亡事故ゼロ日継続市町村表彰 
（令和４年８月から令和４年 12 月末） 

遠野市 ５００日達成 

西和賀町は令和４年９月 23 日に交通死亡事故

ゼロ日継続 2,000 日を達成しました。当協議会は

同年９月 26 日に西和賀町役場において西和賀町

交通安全対策協議会を表彰。刈田哲彦西和賀町副

町長に対し、表彰状を授与しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西和賀町 ２,０００日達成 

遠野市は令和４年10月22日に交通死亡事故

ゼロ日継続 500 日を達成しました。当協議会は

同年 10 月 25 日に遠野市役所において、遠野市

交通安全対策協議会を表彰。同協議会の多田一

彦会長（遠野市長）に対し、表彰状を授与しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ★交通死亡事故ゼロ日継続市町村表彰★ 

 岩手県交通安全対策協議会会長（知事）が、交通死亡事故ゼロ日を一定期間継続した市町村交通安全

対策協議会に対して表彰するもので、市町村を３区分に分けて 250 日、500 日、1,000 日を単位として

表彰しています。（平成４年 10 月 8 日制度施行） 

 

 

 

 

 

 

宮古市 １,０００日達成 
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野田村は令和４年12月20日に交通死亡事故

ゼロ日継続 1,000 日を達成しました。当協議会

は同年 12 月 21 日に野田村役場において、野田

村交通安全対策協議会を表彰。同協議会の小田

祐士会長（野田村長）に対し、表彰状を授与し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田野畑村 ３,０００日達成 

田野畑村は令和４年 12 月３日に交通死亡事

故ゼロ日継続 3,000 日を達成しました。当協議

会は同年 12 月７日に田野畑村役場において、

田野畑村交通安全対策協議会を表彰。同協議会

の佐々木靖会長（田野畑村長）に対し、表彰状

を授与しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

野田村 １,０００日達成 

当協議会では東日本大震災後の復興工事等に伴った交通事故や、整備された復興道路等での交通事

故を防止するための事業を平成 25 年度から継続しています。今年度も啓発ポスター・チラシの作成

や、工事関連事業所の県トラック協会様や県建設業協会様を通じての沿岸地域所在の協会員様への啓

発チラシ等の配付、三陸鉄道車内中吊り広告の掲出、宮古市と大船渡市のコミュニティＦＭでのラジ

オによる広報など、各社・各団体様の御協力をいただきながら広報活動を実施しています。 

【ﾎﾟｽﾀｰ掲出道の駅】 

・区界高原 

・おおの 

・種山ヶ原 

・いわいずみ 

・のだ 

・たろう 

・たのはた 

・白樺の里やまがた 

・みやもり 

・山田 

・遠野風の丘 

・さんりく 

・くずまき高原 

・やまびこ館 

・みやこ 

・三田貝分校 

・くじ 

・釜石仙人峠 

・青の国ふだい 
～三陸鉄道車内の様子～ 

令和４年11月１日から令和５年１月31日までの３月間、

三陸鉄道の車両(７車両)に掲出。ポスターは、令和３年

度の交通安全ポスターコンクールの入賞作品の中から

沿岸地域の学校から応募された４点を採用し作成。 

被災地等の交通事故防止対策事業の実施 
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道の駅に掲出したポスター（同デザインを使用したチ

ラシを県トラック協会様及び県建設業協会様へ配付） 

デザインは令和４年度交通安全ポスターコンクールの

作品を使って作成。安全運転五則を周知した。 



 

 

 

 

昨年の県内における交通事故の発生状況は、発生件数、傷者数は前年より減少、死者数は現行の交通

事故統計となった昭和 23年以降で過去２番目に少ない人数となりました。（過去最少は令和３年） 

 

１ 月別の交通事故発生状況（概数） 

 ※グラフは、交通事故発生件数と死者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（   ）内は前年数 

 

２ 交通死亡事故の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 死者数 37人の内、65歳以上の高齢者 23人（死者全体の 62.2％） 

（２） 事故類型別では、「車両相互の正面衝突」が７件で最多（前年比＋４人）。次いで、「車両単独の

工作物衝突」が６件（前年同）。 

 

 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

発生 

件数 129 74 119 98 125 122 136 116 123 149 167 153 
1,511 

(1,566) 

死者 

数 1 3 1 2 5 1 2 2 3 6 4 7 
37 

(35) 

傷者 

数 177 90 139 112 154 148 157 137 148 184 185 181 
1,812 

(1,830) 
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県道 市町村道 主要地方道 

令和４年 交通事故の概況（令和４年１月１日～12 月 31 日）  

高速道 その他 国道 

-3- 

50代 

昼間 

80代 

夜間 

90代 

車両単独 人対車両 車両相互 

自専道 
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令和５年４月１日から改正道路交通法の施行により「自転車利用者全世代のヘルメット着用」が努

力義務になります。県内もこれから春に向け通勤・通学で乗る人や放課後の子どもたちなど、自転車

利用者が増えてくる時期になります。万が一事故に遭った時に大切な命を守るため、自転車に乗る時

には子どもも大人もヘルメットを着用しましょう。(安全に乗るための車両の整備・点検も忘れずに！） 

最近ではスポーツタイプのヘルメットのほか、野球帽子のようなデザインや、リボンがついたかわ

いらしいデザインのものなどがメーカーから発売されているようです。 

自分のお気に入りのヘルメットを探してみませんか？ 

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○● 

 

 

 

スケアードストレイト手法を用いた 

交通安全教室を開催しました 

交通安全は家庭から運動促進事業～岩手県交通安全母の会の活動紹介～  

高齢者 

12 月６日(火)、岩手県営体育館アリーナ（盛岡市青山）を会場に「シニア向けスケアード・スト

レイト手法を用いた自転車の交通安全教室」を開催しました。自転車やバギーを使用したスタント

マンの実技による交通事故の再現により、車両のスピード感や車両との衝突の衝撃による「ヒヤッ

と・ハッと」をリアルに体感することで、車両の運転中及び歩行中の危険に対する意識が高まるイ

ベントになりました。また、プログラムの中では、危険な場面の再現だけではなく、交通ルールの

再確認や夜間における反射材の効果の大きさを丁寧に説明し、事故を未然に防止する大切さを参加

者に伝えることができました。 

反射材を普段から着用してもらえるよう、今回のイベントに参加した人全員に反射材グッズをプ

レゼントし、終了後のアンケートでは「危険な実例が分かりやすかった」「非常に貴重な体験だった」

「反射材が大切なことが十分にわかった」「子どもたちにも見せたい」など多くの方に感想をいただ

きました。 

自転車用ヘルメット 大人用 
 

当協議会では「岩手県交通安全母の会」へ委託をし、

高齢者の世帯訪問による夜光反射材の配付・着用の指

導や、出前交通安全教室等により子どもたちを交通事故

から守るための呼びかけ活動をしています。 

今年度も引き続きコロナ禍の中での活動となりました

が、感染対策を講じて交通安全の呼びかけと啓発用品を

配布して交通安全行動を呼びかけました。 

北岩手交通安全母の会連合会による世帯訪問の様子→ 

高齢者の交通事故防止対策事業 
（公財）いきいき岩手支援財団助成事業 

シニア向けスケアード・ストレイト手法を用いた 

自転車の交通安全教室を開催 
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